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■ 宮崎　睦美　学務部留学生課留学生係長 

山口大学外国人留学生懇談会 

　山口大学外国人留学生懇談会は、本学に在籍する外国人留学生と外国人研究者を激励し、交流を促進するため、

学長主催により毎年実施され、留学生の増加に伴い、年々にぎやかに行われています。 

　今年の留学生懇談会は、本学留学生会と留学生支援ボランティアの学生により企画され、2002年11月25日 に

次のようなプログラムで開催されました。 

太鼓や踊りで温かい雰囲気 

1.パネルディスカッション 
　テーマ　「私の留学体験から」 
　司　会　　徐　　玉　恵　　経済学研究科修士1年　台湾 
　　　　　　畑　田　　健　　経済学部国際経済学科４年 
　パネラー　顧　令　儀（コレイギ）　　　　人文学部４年　中国 
　　　　　　譚　　　鵬（タンホウ）　　　　経済学部４年　中国　 
　　　　　　崔　英　俊（サイエイシュン）　医学研究科博士課程１年　中国　　 
　　　　　　EUGENE GONZALES CRUZ（ユジン  ゴンザレス  クルズ）　　工学部４年　フィリピン 
　　　　　　MAKOCHEKANWA CASTEN（マコチカンワ  キャステン）　理工学研究科博士後期課程２年　ジンバブエ 
2.三味線・箏・十七弦の三重奏　　邦楽部　 
　曲　目　『木もれび　－光と波と－　』 
　演奏者　　三味線　伊藤佐紀子　人文学部３年 
　　　　　　箏　　　中島まゆ子　人文学部３年 
　　　　　　十七弦　吉田　聡子　農学部３年 
3.尺　八　 
　曲　目　　五月のうた 
　演奏者　　仲村　博門 
　　　　　　　　　理工学研究科博士前期課程２年 
4.太　鼓 
　演奏者　　MAKOCHEKANWA CASTEN（マコチカンワ  キャステン） 
　　　　　　　　　理工学研究科博士後期課程２年　ジンバブエ 
　　　　　　LUZIGA CLAUDIUS（ルズイガ  クラウディウス） 
　　　　　　　　　留学生センター日本語予備教育生　タンザニア 
 
第二部　　懇　親　会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：30～19：00　第二学生食堂 
　総合司会　　橘谷 キアン エルナン アルマンド　　農学部研究生　ペルー 
　　　　　　　平林　真琴　　教育学部国際理解コース４年 
 
 

2002年度外国人留学生懇談会プログラム 

第一部　パネルディスカッション　及び　文化紹介 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16：00～17：20　大学会館 
　総合司会　　橘谷 キアン エルナン アルマンド　　農学部研究生　ペルー 
　　　　　　　平林　真琴　　教育学部国際理解コース４年

楽しいこと苦しいことなど留学生の体験を話し合う 

三味線・箏の日本音楽を 
演奏する学生 

軽やかなリズムに乗って踊りを 
披露する留学生 
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　第1部のパネルディスカッションでは、パネラー

の5人の留学生がそれぞれの体験から、日本語の重

要さとコミュニケーションの大切さが提起されま

した。日本の伝統音楽を邦楽部の三味線・箏・十

七弦の三重奏、尺八の演奏で堪能した後、ジンバ

ブエとタンザニアの留学生による太鼓と踊りに会

場は温かい雰囲気に包まれました。 

　第2部は第二学生食堂・きららに会場を移し、外

国人留学生・研究者・その家族の参加で大変賑や

かな懇談会になりました。民族衣装を着た留学生

も多く、日本人学生・教職員、地域の支援者や山

口県内の高等教育機関に在籍する留学生の参加も

あり450人を超える参加者で賑やかに交流が行われ

ました。 

　会場では、和服姿の女性職員によるお点前でお

抹茶の接待があり、順番待ちの列ができるほど盛

況でした。また、留学生による太極拳と剣を使っ

た太極拳も披露され、参加者の注目を集めていま

した。 

　今年4月に、留学生の教育指導及び日本語教育、

さらには、留学生交流の推進、国際交流事業の推

進等に寄与することを目的に本学に留学生センター

が設置されました。同時に留学生課と国際企画課

が設置され本学の国際化が画期的に進展すること

となりました。受入留学生数も2001年度200名が、

2002年度5月240名、同10月280名と飛躍的に増加し、

来年度は確実に300名を超えようとしています。全

国の留学生受入数も現在95,550名と「留学生10万人

受入れ計画」をほぼ達成しようとしています。 

　本学では、留学生の増加に伴う受入れ側の態勢

が追いつかず、特に宿舎問題等課題は山積してい

ます。また、日本人学生の異文化体験・国際意識

を高めるため、派遣留学を増やすことも必要になっ

てきています。そのためにも、山口大学でのより

一層の国際交流部門の整備が望まれるところです。

　この留学生懇談会で国際交流の意識が高まり、

外国人留学生の受入れ及び日本人学生の海外への

留学拡大を一層推進し、より日本を理解してもら

う一方、また、我々日本人の外国人に対する理解

を深めていくことへの一端になれば幸いです。 

 

E-mail:GA142@office.cc.yamaguchi-u.ac.jp

　１．学長挨拶 
　２．留学生会会長挨拶　ASIKIN BINTI ABDUL RAHMAN（アシキン ビンディ アブドル ラーマン） 
　　　　　　　　　　　　　　　経済学部経営学科４年　マレーシア 
　３．大学教育機構副機構長　丸本　卓哉副学長　乾杯挨拶 
　　　　歓　談 
　　　　各国留学生からの出し物（太極拳） 
　４．国際交流委員会委員長　平野　充好副学長　閉会挨拶 

「健康第一」と太極拳の演技 

「これで撮って」とカメラを差し出す留学生の家族 お国自慢の正装で深まる友情 

お茶の接待を受けて日本の心を学ぶ 
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